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子供も大人も幸せを共有できるスポーツ・文化芸術活動の実現を目指して…

「沼田市地域クラブ活動推進協議会」で充実した意見交換

沼田市では、「学校・家庭・地域の連携・協働により、子供も大人も幸せを共有できるスポーツ・

文化芸術活動の場を創造し、関わる全ての人々の人間的な成長と地域の活性化」を目指して、昨年の

11月に沼田市地域クラブ活動推進協議会を設置しました。

６月26日(水)には今年度初めての協議会を開催し、「沼田市立中学校部活動地域展開推進計画」の

概要やこれまでの取組、学校部活動の状況(部活動指導員の活動、部員数や顧問配置など)を確認した

うえで、今年度の方向性などについて、委員をお世話になっている学識経験者、スポーツ・文化芸術

活動、学校関係者の代表から様々なご意見をいただきました。

委員

学識経験者(大学講師)

市スポーツ協会副会長

市スポーツ少年団本部長

総合型地域クラブ活動代表(2名)

市文化協会会長

市小中学校長会協議会長

市中学校体育連盟会長

市中学校体育連盟理事長

市ＰＴＡ連合会会長

市教育委員会教育部長

※協議会には、教育長、事務局

職員９名も出席しました。

以下に、ご意見の一部を紹介します。

・今後のさらなる推進に向けて…

「学校には設置されていない活動であっても、受け皿を広げられるとよい」

「吹奏楽の講師を学校に派遣したり、美術関係の教室を開催したりするなど、文化芸術

活動においても、地域展開を推進していきたい」

「地域で活動する大人たちは高齢化してきているが、若い人たちは文化を共に楽しむ

仲間と考えており、部活動の地域展開は、世代を超え、一緒になって取り組めるよい

チャンスだと思っている」

「子供の頃にしてもらったことを、今度は大人として子供たちに返していく。

そして、これがよい連鎖になれば素晴らしい」

・今後、解決を目指す課題として…

「現在取り組んでいる部活動改革は、最終的にどのようなゴールを目指していくのか」

「地域の関係団体が実施する活動について、情報をどのように発信・共有していくか」

「学校の部活動を休日だけ移行することは難しい課題だ」

「人間形成を大切にした活動を推進できるとよい」
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Ｑ＆Ａ ※令和６年度第１回沼田市地域クラブ活動推進協議会の協議より

Ｑ 現在取り組んでいる部活動改革は、最終的にどのようなゴールを目指していくのか。

Ａ〔スポーツ庁・文化庁が

示している考え方〕

・まずは休日における地域

の環境整備を着実に推進

・平日の環境整備はできる

ところから取り組み、

休日の取組の進捗状況等

を検証し、更なる改革を

推進

・段階的な体制の整備を

進める

・地域の実情に応じて

可能な限り早期の実現を

目指す

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン(概要)」(令和４年12月 スポーツ庁・文化庁)

Ｑ 「部活動指導員」には、どのような役割がありますか。

Ａ 部活動指導員は、部活動の顧問として技術的な指導を行うとともに、担当教諭等と日常的に

業務内容や生徒の様子、事故が発生した場合の対応等について情報交換を行う等の連携を十分に

図っています。

主な業務としては、実技指導、安全・障害予防に関する知識・技能の指導、学校外での活動(大

会・練習試合等)の引率、用具・施設の点検・管理、部活動の管理運営(会計管理等)、保護者等

への連絡、年間・月間指導計画の作成、生徒指導に係る対応、事故が発生した場合の現場対応等

となっています。

参考 教育部活

勝利至上ではなく、成長至上主義を追求する

４月19日（金）に開催した「沼田市・先生の日」幼小中学校教職員全体研修会の教育講演会に、

令和５年全国高校野球選手権大会で慶應義塾高等学校を107年ぶりの優勝に導いた森林貴彦監督を

お招きし、「Enjoy Baseball(エンジョイ・ベースボール)を通じたチーム創り・人創り」と題する
お話の中から、個人やチームの成長を第一に考えることの大切さについて学びました。また、森林

先生が「致知」(2023年12月号)で語っていた以下の言葉も、学びのヒントになります。

「スポーツで勝利を目指すのは当たり前なんですけど、勝利至上になってしまうと、

手段を選ばず勝てばいい、勝った者が偉くて、負けたら何も残らないとなってしまう。

しかし、スポーツは本来そういうものではない。

勝利至上ではなく、『成長至上主義』を追求していきたい」

「生徒たちのプレーヤーとしての成長も含めて、人としての成長を追求していきたい」

「人として成長し、プレーヤーとして成長し、そしてチームが一体感を持って成長すれば、

自ずと結果はついてくる」」


